
・国土交通省のホームペー
ジよりダウンロードして
ください。
※http://www.mlit.go.jp/sog
oseisaku/region/recycle/d
03project/d0306/page_
03060101credas1top.ht
m

・公共工事の元請業者は、
工事完了後、チェック
ツールを使用し、記入内
容のチェックを行ってく
ださい。もし、エラーが
表示された場合は、「エ
ラー解説書」に基づき、
記入内容を確認、必要に
応じて修正した上で発注
者へ提出してください。

・公共工事発注者は、元請
業者から「建設リサイク
ル報告様式」が提出され
たら、内容の確認を行っ
てください。

（２）建設リサイクル報告様式とチェックツール
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①エクセルファイルを１つのフォルダに格納してください。
※ファイル名が同じの場合、ファイルが上書きされるため、固有のファイル名
（工事名など）に変更してください。
※フォルダ内に複数の「建設リサイクル報告様式」ファイルが格納されていて
も、同時にチェック可能です。
※Excelは「.xlsx」で保存してください。「建設リサイクル報告様式」は、
「.xlsx」で作成しており、「.xls」で保存した場合、誤作動が発生する可能
性があります。

（３）建設リサイクル報告様式のチェック方法
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②「記入内容チェックツール」（Excel）を立ち上げてください。
③ツールのマクロを「コンテンツを有効」にしてください。

※Excelのバージョンによっては、表記が異なる場合があります。

④「参照」をクリックして、チェックの対象となるフォルダを選択して
ください。
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⑤チェック対象フォルダを選択して、「ＯＫ」をクリックしてください。
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⑥「実行」をクリックして、チェックを実行してください。

⑦１ファイルに15～30秒の時間を要します。
チェックが終了したら、下記画面が表示されます。
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①チェック結果（概要）は、下図のとおり表示されます。
※チェックの対象は、「再生資源利用〔促進〕実施書」のみです（計画書は
チェックされません）。

※必須エラーは、後述のエラー説明を確認し、修正してください。
※警告エラーは、後述のエラー説明を確認し、必要に応じて修正してください
（正しければ修正する必要はありません）。

（４）チェック結果確認方法
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②チェック結果（個別工事詳細）は、下図のとおり表示されます。
※必須エラーは、後述のエラー説明を確認し、修正してください。
※警告エラーは、後述のエラー説明を確認し、必要に応じて修正してください
（正しければ修正する必要はありません）。
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